デントウ ゲイノウ ジョウエン ソシキ ノ マネジメント by 高島, 知佐子
氏 名 高島知佐子
学 位 の 種 類 博 士 （商学）
学 位 記 番 号 第 5447号
学位授与年月曰 平成22年 3 月 2 4 日
学位授与の要件 学位規則第4 条第1 項
学 位 論 文 名 伝統芸能上演組雄のマネジメント
論文審查委員 主 査 教 授 富 澤 修 身  
副 査 准 教 授 川 村 尚 也
副 査 教 授 中 瀬 哲 史
2j| *0* 内 容 の 要 旨
本論文の問題意識は、芸術文化の生産•公開を担う芸術文化組織の存続が難しい事にある。そこで、 
本論文は、伝統芸能の上演組織を対象に、活動を継続させるためのマネジメントのあり方を明らかに 
しようと試みた。
1 章では、 1 ) 芸術文化の生産活動への公的支援が不十分であること、2 ) 舞台芸術を生産•公開 
する劇場の運営課題は人件費及び施設•道具に係る費用が膨大にもかかわらず、鑑賞者数が増加して 
いない事を明らかにした。2 章では既存研究から、 1 ) 生産活動における道具に着目しつつ、2 ) 鑑 
賞者= 参加者という視点から芸術文化組織の活動を分析する必要がある事を見出した。1 章と2 章で 
得た知見から、本論文は、舞台芸術の中でも、鑑賞者開発に苦慮している伝統芸能の上演組織を対象 
にする事とした。3 章では、日本の伝統芸能である能楽• 歌舞伎• 文楽を教授様式• 継承様式•運営 
形態の三点から比較し、文楽では継承様式に実力制を採っているために後継者の獲得に苦慮し、かつ 
鑑賞者開発の仕組みが無い事を明らかにした。次章以降で、世襲制によらない、実演者を中心とした 
鑑賞者開発のあり方を検討するために事例分析を行った。
4 章 * 5 章では、道具 • 実演者 • 鑑賞者の三点に着目し分析するために「活動システム」という分 
析枠組みを用い、二つの人形浄瑠璃座の長期的変容を明らかにした。ニ座の分析から、鑑賞者開発に 
おいては、 1 ) 「道具」が活動を規定している側面があり、2 ) 「道具」を見直す事で鑑賞者と上演作 
品または鑑賞者と実演者の関係を変える事ができる可能性を示した。また、上演組織のマネジメント 
としては、1 ) コミュニティを開き外部から越境者を得る事で活動を変えていく事ができる、2 ) 多 
くの機能を内製化*固定化した組織では、越境者がパワーを持つことで活動を変えることができる、 
4 ) 資源が少ない組織では越境者が内部にとどまる事で外部からの資源調達を可能する、5 ) 人形浄 
瑠璃の世界で正統と認められた道具を使用することによって、新しい活動を伝統芸能として正統化で 
きる側面がある、という五点が明らかになった。6 章では、道具の重要性から、道具供給を行う関連 
支援産業としてのカツラ製造業に着目した。伝統芸能では、1 ) 道具に同じ材料•技術を用いる芸術 
文化が、共に一定量の需要を形成すること、2 ) 企業活動のグローバル化による海外からの材料調達 
により道具調達が可能になっている事を示した。
上述の本論文の成果より、今後の伝統芸能の上演組織のマネジメントには、1 ) 関連支援産業や支援. 
組織、行政等を含む「伝統芸能セク夕一」レベルでの研究、2 ) 伝統芸能は、道具の面ではグローバ 
ル化により存続可能な一方で、グローバル化が鑑賞者の獲得を難しさせるという矛盾を抱えており、 
この矛盾解消のための研究が必要である事を示唆した。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は、芸術文化組織、とりわけ伝統芸能上演組織の活動を継続させるためのマネジメントのあ 
り方を明らかにしようとしている。その際、道具 •後継者育成•鑑賞者開発に絞った議論を展開して 
おり、主な研究対象として人形浄瑠璃を取り上げている。文化経済学やアートマネジメントと領域を 
共有する部分もあるが、新たな領域を開拓しようとしており、意欲的な研究となっている。
本論文は、 7 つの章から構成されている。その内容は以下のとおりである。
第 1 章では、芸術文化組織が直面している状況を明らかにするために、芸術文化支援の状況、美術 
館 • 劇場の収入の推移を検討した。その結果、舞台芸術における鑑賞者開発の必要性とコスト構造か 
ら道具分析の必要性を導出した。
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第 2 章では、芸術文化の特殊性を整理し、芸術文化組織に関する国内外の先行研究を検討している。 
ここから道具、鑑賞者= 参加者、鑑賞者と実演者とのコミュニケーションの視点、さらには組織形態• 
運営方法の相違を踏まえた分析が必要であるとした。
第 3 章では、伝統芸能に分析を進めて、能 • 歌舞伎• 文楽を取り上げて、これらの間での、特に後 
継者育成と鑑賞者開発の相違を論じた。そのうえで、人形浄瑠璃に分析を進めるため、分析ツールと 
してY • エンゲストロームの「活動システム」論を紹介している。
第 4 章では、分析手法である活動システムを用いて、人形浄瑠璃文楽の約1 世紀に亘る活動システ 
ムの長期的変容を分析している。
第 5 章では、神奈川県小田原市を中心に活動している相模人形芝居下中座を取り上げ、活動システ 
ムの分析手法を用いて、その長期的変容を論じた。
第 6 章では、人形浄瑠璃で用いられる諸道具の検討を行った上で、関連支援産業の例としてカツラ 
製造業に絞った考察を行った。カツラ市場では他の伝統芸能と市場を共有していること、原料である 
人毛を輸入に大きく依存していることが確認された。
第 7 章では、本論文のまとめと残された課題を指摘している。
以上が全体の構成であるが、本論文は以下の3 点で高く評価できる。
第 1 に、研究対象の優位性である。伝統芸能上演組織のマネジメントについて人形浄瑠璃を中心に 
掘り下げた研究はほかになく、先行研究に大きな成果を付け加えた。
第 2 に、芸術文化組織の分析では、国際的手法となっている活動システム手法を用いて長期的変容 
を分析しており、国際的な議論に参入できる内容となっている。この点で、国際的貢献をしていると 
いえる。また、道具と越境者の役割を位置づけられるアプローチとなっており、ユニークといえる。
第 3 に、国内外の関連する文献を渉撖していること、またフィールドリサーチも充実しており、論 
旨に説得力を加えている。
他方で、本論文に対して研究対象及び分析手法の限定からくる課題を指摘しようと思えば可能であ 
る。また、活動システムと本論文の論題である伝統芸能上演組織のマネジメントとの関連については、 
いま少し丁寧な論述があってもよかったとも考えられる。しかし、これらの点も、本論文の評価を大 
きく変えるものではない。
以上の審査結果より、論文審査委員会は全員一致して本論文が博士（商学）の学位の授与に値する 
ものと判断した。
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